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論文内容要旨

 緒言

  種子の貯蔵幣の物質 代謝, 生長素な どひ) 化学物質の 作用, 光・温度・酸素等の諸条件と発芽また
 は発芽力に南達した生埋学的 研究は極良うて多くなされ ている。 庫子の水に関連 した生理的また1、ま形
 諜的変化については、 多くは乾燥ま た!ま吸水種子について研究が卦こなわれ, 穂子の含水量の変1ヒ
 と諭斡 生理的 り熊ヨ擾 1L` 礁係に ついての 1職は{レ い。 ま姻三子はそ 鑓かれ 7畷 境紳に
 肌て・ あるいは 刻( しまた1斑牡 し・ その訓電を変llけ 躯 餓 下賜は水に.肘 老、、童応艦〔も
 とずいて, 乾生, 中二L 湿生むよび水生植物に区分されるが, それぞれの植物群の穂子は, その生
 育地に文応 した形質を レ)かどうか明 らかで 勧一、。

 イー・`1故では・ 嬢 若け ノg l魯上齢・曝ける菰 厨鋤り1軒につ1」憂, そ.蛎 謝.生」蜘、者
 藤鍬峰 肌・ 掬 1鍛』初 肩透感…暖して段の生態昌臆羅4肪 ン寒 し, ま、ノこ自、イ1,済! 聴
 ける 1軒発芽が` 擬 血糊'擁 麟に・ その1堀割肱 搬牒件・』 か.縣をイ鷲 L..u 「比 }妃.

 種子の含水量と諸形質の関係
致死占一水量

 競 漁獲則三t離物111ゑ 六iil[揃=やい臨こ包効 ている!好 iな.ぎ儲慌に 一h っで捗赫,ね
 を勘・ しか し大綱研lfl子は 獅乞にr靴 る力玉, ・廿ゆ、一瞬 ・脈 乾i焼けると 聴力を 彫。致船
 蝿か風乾 鉱 旗 り高い 好は鶴iク廷 しゃすG 姻 繊t層の醍 章漁こ 硫 る乙と;於 鋒.
  風乾 含水量 1'⊂お曇り一る 禅rl』の 受rヒ

 磁1 「1生 ～ 当' ・瞳 1⊂エってir11・1'貞姐は ・書しく 難 し, 郵Z [隷 量.1』丈 1・ ℃、醍 観 」曽〕 1)、1、・「,認・佃 』.論
 か・ ・七れ・以一上・1首引1する と 署し く一け熟・窪、鼻下が る。

 殿と酬3 」!職制(量1壮 1吸湿すると硬脂曝しく 1肝 し, またこの」競.繕を撒、,二 して
 変形も起 る。

 戯 陸子「わ 倣 迄盤1・つ 1好は・撫レばって鮒ヒ鑓ること1り細砂 ている。 こ切匙実 鰍
 Iiま故而蒔の診水量から1風乾含 微量までの間で起り, 訪水量の低下とと もに.増大する。

  アヨうむデラはう

 て畑古 』 麗包含蝿以下に甲隷 したf軽 を馴5洋肱 瞳讃す厨, 穿職の厭 を起 磯勃 ンコ、
 壱' 神る・ 恥幻勤1こ 舘亟魎終 ぜ' 風輪 dく量以一団 して組 と, そ曙は軸膿、賭、、
 しかし風乾描動 ゴ丘ては履 債勅蔽 通気等の談腕よって, 発芽礎まざ鎌 雛殻
 ける・そして難乞 齢 壷 ナ鞭 して 詫の晒 榊 韻 断才する砥 齪に変儲、起る。 しかし麟
 間浸債1 すると・ 言水量・に。無関係に発芽阻害が、起る。

 好劇軒塀吸 蹴含蝿以下'では謹子礎吸磁極め碓レ・が, それ以上隣ると急速
 贈吸量が上昇し 騨捻水量加重子の 醐 と休止の麟,点 と考えるこ とが楚 る。
 肚 の点からみて誤乾含水郵 手軽の働て 重要 姓欝 的転換、醗 あることが分る。
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 種子の吸水

  発芽に要する 含水量

  種子は吸水 してある一 走の 含水量に 達したとき, はじめて発芽が 可能に なる。 権守'・ の致 水に

 つの過程, 'すなわち最初・の、含、.速な吸水, 次の一吸水の停滞, 膚 び起る汲水の、宿明かある。 i・長糞i・

 次の、急速な吸水の終った、1、ヒ乳で, 大体において発芽に必要な含水量に 産する。

 砲兎口含水量

  第1次ゆ,言、、速な吸水俵:に吏に水フう三浦給されると, 極めてr痴鍾に眼水し、 飽和[≧,崇重:i・二意 」'る⊃..巳

 和含水量が発芽i白竜水星に.rヒベて大きいほど, そつ殖■子は発芽に必・要な水.かを保lr.1一る.ウ1.11沃

 る。

 散布檀子の含水量

  僕ゴ・の 優美 臨i〔そrの淑 10.卜書 葺水量以下になると起り, 低温に J、 るltく眼、打1.レ実は一虫い1・1, 泣干て,江貌ll一へ

 く散 =ii時 言水量以、上になると現れ, 壽 弱癒露芯湖ド」一るほ ど, ・ヒリ効果か上昇する。 憾子へゆ水の浸

 入、ま, はじめ珠孔から起って葎反、D内面を匠ら い 』とゆf黄陳皮か六型から浸.透する 一, 七L.〔1・弓長。う

 ■盆剛から・D 水の浸透1ま, 散 淋痔含水量∫ソ,一上二になつ1て二残1育てあるO こ.し⊃ 11 うに三・ 「し).三三、r柔.1写窪.肖t己

 にt散』財'」'言!k埜■1 を =・とし、て,起る変化1ン[{.≧1のられる、き 種子・1参.'己.序するに〔・よ 一二没シニ舐来しなけれ

 1よ な 1) ないカ』, 序( 1石ゴ寺 昌'オ(1量1 力ニゴ壱芽に 麦・づ隔る 三三一。坐r量 よ ウ 多レ、 面i一ゴ'ゴよ, 1兇オ(さ 1こ,毒,ナ,ミ, 部〔 布 i1受一ノfい'ナ.

 することな しに発身己しうる。

 外囲水分の効果

  rlilイ 保,水 力

  乾生植物 衛子は地利」盆 ノ運 :・ [二 対する 一∫醐三 割〔・量の }ヒ,)三、 胞D r、1圭'r薦 ゴ・よりも・」 遺 く, こ.捌ま.塗iを.1

 に・.岐 宜し,乏侯に 竜華に必裂 }な ・K分量.を 保つに 1脂ト1」てある。⊃ ま た 叛駅に。有 して下i'■ニ ウ罫薮、ア 大匙く ・、・一と

 一音し, 7ド崔llに卸.■妄想てレ・・ることにより, r直, とくに1吃{」三:ア.謁1'1:∫・・〕.:存{1烈一よ塾シつ

 r直下刀託) そ∫れ. 1二 り も一1気.肇一茸多外 {多レ・ユ o ⊥簗 /」ミ丁虫・」冠ま 一.弓に る・ゼごご・そ∫ !二) ・d(を1 散」免 す る,ア, 1・外廷受,よ1…ヒー丞 」) 一1兄 実

 をづil姉IIナる方。ジある ⊂, 狸・』'一ゆ 1,ll} 家並,ま.腹水と・此!ゴ(とゆノ堂に、虹 って法長る が, 乾コ三、一コ. 撒恒・・」t,よ, 十1弓三

 値哲悼子と」・ヒ…敵する と, 外販匠よってi!毫イー刀.1腹水.趣一更ほ 堅く, また脱水速度は・i享ll朝さわ るゆで, 旭

 の植物と比べて i保 水力が高 い。

  土場喜含“刀く韓〔と 完.芽

  発芽可能な 土壌の含水皇は, 士.壌 のす土質によって異なるもゆである。 異なる催イーでも同一』ヒ.壌

 については、 発芽可能な 土壌診,水量・ま、1く体i[ご1じてあるか, 乾生f融勿憧一∫一レこ お・いては・ 他の生態型の

 ものに比べて, やや低い欝水量において洛芽する。 同様なことか猿股 の異なる蕉楷俗蔽中の発芽に

 おいても、見られる。 すなわち乾生値初の種子はやや高偵度の俗順中で発芽しうる。

  以上のことから, 乾生植物性子には孜水力およ び保水力にお・いて乾燥地に遍した形'質が認められ

 る。

  ±、壌 の探さと発芽
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  地表に落下 した種子の発芽には, そ'の大きさが大いに関係する。 小型種子は土の表面かま たは極

 めて浅く埋土されたときに発芽し, とくに地表では粗い土の方が細かい土よりも発芽によい。 しか

 し小型種子 は深く埋土さ才1.たときは, 発芽は阻止される。 これに反 して 大型種子は地表に置かれた

 とき は発 芽は不良であ る。 種子の含水量 は吸水量と脱水量の差によ って決められるから, 有効土壌

 水 と充分な接触と 土壌の被覆に よる 水の 散逸防 止が必要である。 散布された ときに発 芽に 充分な含

 水量をもつ種子 は. 落葉な どによ って 被覆され水の散逸 が押え られれ はよく 発芽する。

結論

  橦子含水 量の量的 配列

  生態学的に重要な意義をもつ5種類の捜子含水量が区別される。 すなわち、)致死含水 量, 2) 風

 乾含水量, 3) 散布時含水量, 4)発芽含水量・ 5) 飽和言水量.

  これ らの 5種類 の含水量の高いも ¢)から低い ものへの 配列 に次の 4つの組 合せ が見.られた。

  1 (5}飽和含刀(量 ・(の発芽含水量 ・(31散布時含水量・(21風乾含水量 ・(1)致死含水量

  " (5)砲和含水量 ・(4)発芽含水量 ・(3) 散布暗含ZK量・(1)致死含水量 ・(2)風乾含水量 量

  m (5)飽和含水.重 ・(3) 散布時 含水量 ・(4)発芽含水量 ・い)致死含水量 ・(2〕風乾含水量

  W l51飽和含水量 ・(3) 散布時含水量・(4〕発芽含水量・(21風乾含水量 ・(1)致死含水量

  多く の中生植物や乾生植物の僅子が1型に該当 し, 致 死含水量が低い種子ほ ど乾燥に耐える性質

 が強い。 'n 型には水生 植物。 湿生植物の一部の 憧子, 大型種子、 憧衣などで被覆された種子が該当

 し,. 乾保に対する低抗の範囲が狭く, 風乾状態では種子はその発芽力 を失うことが 分かるom 型は

 吸水することな しに発芽が可能である が乾燥に弱い。 W型は Hl 型 と同様に吸水せずに発芽可能 であ

 り, 風乾に も耐える。

  種子含水量の生態学的意義

  種子について の5梗の含水量は, いずれも生態学的に意義の ある ものであって. その順序 と, そ

 れぞれの差の太き さは, 種子の発芽力の維持や発芽に必要左水分量の 保持に関係する。 生理的変化

 をお こ・す転換点である風乾含水量より致死含水量 が高い種子は その貯、戴中の条件によって発芽力は

 変化 しゃすい。 致死 含水量か 低い 種子 は乾≠栗 状帷で 長く発 芽刀 を維持すること がで きる。憧子の飽

 和含水量と発芽含水量の差を大きくもつ煙子は, 充分な給水を受けた後の保水を高める。 このより

 な種子の形質は乾燥 しゃす い地域での発芽に可能な 階子とする。

  鹿子一の外優の吸水や 保水に 対する効果は, とくに乾生植物に認められ る。 また土壌 水に対す る関

 係にも, 乾生植物極子には, 低い土壌含水量において も発芽しう る傾向かみられる。 乾生植物はそ

 の生育地に対応 した性覧をもつ橦子を生産する。

  乾生植物橦 子はその生育地に対応した形質をもつといえるが, 自然環境にむいて は, 極子の発芽

 に必要な水分を土 壌は保有 していて, むしろ種子が土壌水 との 手妻触によ って吸水が 促進され, また

 その橦子の保有 する水の散逸の抑制されることが, その発芽を決定 している。 散布時含水量が発芽

 含水量より 大きい 陸子は, その保有水の散逸が押えられれば発芽できる。 また小型種子は地表の湿

 った土壌粒子間に落下しただけでも発芽が容易で ある。 したが って, 裸地でもよく 発芽することが,

 』388一
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 できるが, 土壌が撹乱されて, 地下に深く埋 没すると発芽し難くな る。

  ま た, 種子の水に 関する諸種 の形質 は, 植物 の遷移に関係する。
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 論文審査結果の要旨

  本論文は水に対する生態群である乾生、 中生, 湿 生およ ひ水 生植 物に 属 する 多く の野

 生植物や栽培植物について, 種子含水量が生態的にどのような意味をもつかを

 明らかにしょうとした研究が述べられたものである。

  まず一般 に種子含水 量には致死, 風乾, 飽和, 散 布時および発芽の5段階の区別があること を明

 らかにし, それらの含有量が 発芽, 呼吸、 休眠, 耐熱性 むよび浸漬 書左 どと密接な 関係があること

 を認め, 種子含水量が生態 学的に大きな 意味をもつことを示 した。

  ま た 風乾 含水 量が致 死診 水量より も 低い場合は乾燥 して容易に発芽力 を失い, 反対 の場 含は乾燥

 状態でも長ぐ発芽 力を維持 ナる ことがで き, 飽和含水量と 発芽含水量の差の 大きい種子は長期間に

 亘って保水し, 乾燥し易い地.域でも発芽を可能にすることを明らかに した。 このことは各種子音水

 量間の差 異の正負あるいは 大小の関係が 発芽 に影響すること を示 した ものである。

  また飽和, 発芽, 散布時, 風乾むよ び致死の 5含水 量の値の高いものから 低いものへと配列 した

 組合せには 4型が認められ, それらが既往の乾 生植物、 中生植物, 湿生植物および水 生植物の類型

 とかなりに良く対応 し, 腫子の 含.4( 量によっても水に対する生態群を区分でき ると している。

  野外で地 上に 1窓下 した 臣子 は土壌 水分 を吸収 して 発芽 する のである が, 小型種子は粒子の 大きい

 表土に落下すると, 土 嘔粒子間に 保護され吸水が 可能であるはか りてなく, 水分 の消失も少く, よ

 ぐ 発芽する ことができ る。 これに対 して 大型種子は土壌粒子 上に乗り, 吸水面が少く逆に 蒸発面が

 太き いた め, 埋土されない限り 発芽 が不可能である。 これ は小型種子をもつものが撰地に最初 疋侵

 入できることを解明したものである。

  乾 生植物のうち外被をもつ種子は, 外被によって ・k分の吸収が容易 になるばかりでな く, 水分の

 消失 を防 ぐので, 乾燥地によく適応していること を示 してい る。

  以上本論文は, 従来知られるところの少なか つた梗子含水量についての各種の段階や、それらが

 種子の発芽 や寿命の維持に密接な関係があること を, 実験ならびに野外観察によって実証 した もの

 で, 植物生態学に新ら しい知 見を加えたものであ 払 理学博士の学位論文として 合格と認める。
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